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１．はじめに 

 今日、スポーツはメディアの影響をうけや

すく、人気のあるスポーツは高い視聴率を得

ることができ、見ている人が多い中でコマー

シャルを流すことを期待して多くのスポンサ

ーが集まる。こうしてスポーツとメディア、

さらに経済の関係が非常に深くなっている。

メディアの発達がスポーツに大きな影響を与

えるようになった。競技者とルール、そして

スポーツとメディアが共存していけるかどう

かが、重要な時代になった。メディアの影響

によりルールが変更されたという事態も起こ

ってきている。本研究では、『中村敏雄著作

集 スポーツのルール学』、『スポーツルー

ルはなぜ不公平か』、『スポーツルールの倫

理』をもとにスポーツのルールは本来どうあ

るべきなのかについて明らかにする。さらに、

『現代社会とスポーツ』、『変容する現代社

会とスポーツ』を参考に現代社会におけるス

ポーツルール変更の動因、メディアとスポー

ツの関係についても考察する。 

２．結果と考察 

 ルールには、法的安定性の確保、正義の実

現、面白さの保障の役割があり、スポーツル

ールの中で重要なのが面白さの保障である。 

本来、ルールとは人間のものであり、スポ

ーツを楽しむために存在するものである。し

かし、スポーツがテレビに登場するようにな

ると、放送時間の制限やコマーシャルを挟め

るように休憩時間を設定し、メディアによる

商業的なルール変更が行われた。そのため選

手はそのルールに従わざるおえなくなり今ま

で自分たちで作ってきたペースやゲームの流

れがメディアに奪われた。このようにメディ

アが直接ルールを変えていると言える。次第

にメディアとスポーツの関係は協力から支配

へと形を変えた。 

本来ルールをコントロールするのは連盟や

協会のはずである。そこで、平成22年度の日

本バレーボール協会、日本卓球協会、平成21

年度のバドミントン協会の正味財産増減計算

書を見ると各協会の運営を決定づけているの

がスポンサー、放映権、そして会員の３つで

あり、これらはメディアからの収入である。

正味財産増減計算書を見ると、どのスポーツ

も全体の約３～４割がメディアに関係する収

入が存在していることが読み取れた。この３

つで成り立っている協会は立場が弱くなる。

現代人は常に発展を目指す傾向にある。同じ

ように協会もマイナーからメジャーへと目指

している。スポーツの競技の普及や発展には

これで得られる収入は重要であるが、これを

切ってしまえば協会の経営が苦しくなるのは

目に見えている。これによりメディアのいい

なりとなり、メディアの思い通りにルール変

更がなされていくことになる。 

３．おわりに 

今後のルール変更では、メディア主体でな

く、スポーツが主導権を握り面白さの保障を

残していかなければいけない。また、スポー

ツは本来、遊びが原点であるということを捉

えなおし、協会はメディアとの関係を協力へ

と戻し各スポーツ協会が主体となってルール

を作らなければならない。協会はマイナー、

メジャーにとらわれず自立する力を持つ必要

がある。 
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